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摺曲区のクロム鉄鉱鉱床の地質構造的位置と成因問題＊

G。G．鼠聡Avc豆ENKO＊

岸本文男＊＊訳

　地向斜区のすべての既知クロム鉄鉱鉱床は，超塩基性

岩に胚胎されている．その超塩基性岩の山塊の研究，図

幅資料の解析，文献〔2－4，6，7，10，13，15－17

など〕の検討の結果は，超塩基性岩が深部裂か帯に規制

された，狭長な帯状を形づくって分布することを示して

いる．この広域断裂構造は，複背斜と複向斜の境界にそ

って走り（ウラル地方，アルタイーサヤン摺曲区，シホテー

アリン山脈など），剛性圧密地塊の境界（シベリア卓状地

の南側境界，トゥーバ中央山塊の境界，中国一朝鮮楯状

地の境界など），地塁の境界（クズネッキー一アラタウ帯），

地溝の境界（東サヤン東帯），地塁一複背斜によって複雑

化した，狭長な地溝一複向斜の境界（北サヤン帯から分

岐したボルス帯）にそって走っている．西サヤン帯，東

サヤン帯，シホテーアリン帯なども，大型断裂の分岐裂

かにそってのびている．

　環太平洋超塩基性岩帯の北西セグメントは，ベニオフ

帯に属する超深部衝上断層に規制され，南西セグメント

は深い新生代凹地とより古期の岩石で構成された複背斜

との境界にそって分布している．

　アルタイーサヤン地域では，深部規制裂か群がカレド

ニァ摺曲帯，一般的にはその境界部に，まれには中央部

に発達している．

　大規模な広域断裂とともに，超塩基性岩山塊の分布を

規制するのが局地構造，そのほとんどが背斜摺曲と向斜

摺曲である〔1，5，12，19，20など〕。北アケラ帯（小

カフカス山脈）の超塩基性岩山塊は，大規模な複向斜に

よって複雑化した，背斜の軸部に胚胎されている．背斜

構造帯中に分布する超塩基性岩山塊としては，東サヤン

山脈，コリャークーカムチャツカ摺曲帯，南ウラル，中

＊r・　r。　KpaB畷eHKo　（1978）：　］［『eoJlorocTpyKTypHaπ　∬03KKH∬　H

日oHpocbl　re正｛e3Hca　xpoMHToBHx　MecTopo｝K耳eHKH　cuaπqaTblx
o6∬acTe益：《3aKoHoMepHocTK　pa3Me皿leHHπHo∬e3Hblx盟cKonae－

MHx＞，ToM　XII，cTp。195－203　（G．G。Kravchenko（1978）：

Geologostructural　position　and　the　genesis　problems　of　chromite

ore　deposits　in　folding　regions＝＜Distribution　regularities　of

mineral　resources＞，voL125p．195－203，in　russian）

＊＊鉱床部

部ウラル，中国，プエルトリコ，バングラデシュの諸山

塊がある．向斜摺曲中に賦存するものとしては，ウラル

山脈のミアス地区とウチャラー地区，ジナリード（ユー

ゴスラビア），スキンド（インド）などの超塩基性岩山塊

がある．

　2，3の超塩基性岩帯の特徴となっているのは，翼部に

おける分岐現象である．とくにジダー帯では，その両翼

で超塩基性岩帯が2帯に分岐し，オスパー帯では3帯

に，クズネツキー　アラタウ帯では地塁状隆起体の境界

にそって2帯に分岐している．

　まれには，超塩基性岩帯が地向斜帯の外側に伸びてい

ることもある．アルプスーヒマラヤ帯のいくつかの超塩

基性岩帯は前者の境界を横断し，アラビア卓状地縁部に

孤立した，狭長な凹地内にまで続いている．このような

例は，シベリア南部の諸地区や太平洋西岸地域にもみら

れる．

　いくつかの摺曲帯では，超塩基性岩帯の特定方向への

若返り傾向が認められる。アルプスーヒマラヤ摺曲帯で

は，その若返りが西から東，南から北の方向に，東サヤ

ン摺曲帯では，その縁部から内部に向って行われてい

る．

　規制断裂構造の主方向の変化にしたがって，超塩基性

岩体も湾曲している．そのような，湾曲した形，弧状の

形を示すのが，バイカルームヤ超塩基性岩帯，サヤンーア

ルタイ地方の超塩基性岩帯，アルメニアの超塩基性岩

帯，ウラル山脈その他多くの地方のいつくかの超塩基性

岩帯である．

　これら諸帯における超塩基性岩の存在程度とその山塊

の規模は，きわめて多様である．その超塩基性岩の分布

を規制する構造裂かにそった構造運動は・繰りかえし行

われ，その繰りかえしが同一断層帯内に，時代を異にす

る超塩基性岩の貫入をもたらしている．その事実は，セ

ヴァンーアケラ鉱床分布一構造帯や，ウラル山脈，南フェ

ルガナーその他の地域にみとめられる．

　超塩基性岩山塊は，レンズ状，脈状，塊状を呈し，ま
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れには餅盤，盆盤，ファコリス，アクモリスの形を示す

こともある．

深部裂か帯に属する超塩基性岩帯の構成の特徴は，超

塩基性岩山塊が一般に狭長な連鎖状生成体として分布す

るのでなく，幅が数km，ときには数10kmにも達する

幅広い帯内に散在することを示している．これら断層帯

内で，超塩基性岩山塊は地質構造上さまざまな位置を占

め，深部裂か面にそって直接分布することも，同面から

離れて分布することもある．

深部裂かから遠い山塊の構造の諸特徴と形態を検討し

た結果は，現在の標高までr冷固」超塩基性岩の岩体

（protmsion）が貫入したとする見解に照らして，まこ

とに興味深い．例としては，ケンピルサーイ山塊がある

（第1図）・この山塊の超塩基性岩は擾乱されてなくて，

ただ割れ目が発達するにすぎず，その割れ目としては走

向がNE－SWとNW－SEの急傾斜したものが多い．面

構造は，おおむねどこでも垂直に近く，線構造は緩やか

な傾斜である．この山塊は単一の構造を示し，その中に

3体のやや長く伸びたドーム状体と1帯の25kmにわた

って伸びる鉱体胚胎帯が認められる．この超塩基性岩の

偽層理は山塊の接触面を切ることなく，その面に平行し

ている．山塊接触部の岩石破砕帯の幅は2－3mをこえ

ない．地球物理探査資料によると，山塊は貫入通路の根

を備えた，水平に近い，平らなラコリスの形を示してい

る．以上の事実や資料は，超塩基性岩のr冷固」岩体が

深部レベルから貫入して山塊を形づくるという根拠には

ならず，山塊の形成がマグマの分化という方式によるこ

とを証明している．類似する一定した地質構造，保存の
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第1図　ケンピルサーイ超塩基性岩山塊の形態

1一山塊表面の湾曲線　　　2一はんれい誉角閃岩のレリクト

3一クロム鉄鉱鉱体　　　　4一マグマ通路の形

よい岩石構成及びそのほかの特徴は，ケンピルサーイ地

域（カザフ共和国）以外の地域のいくつかの超塩基性岩

山塊にも共通する．このような山塊も，冷固岩体貫入

（protrusion）に属させることはできなV・．

多くの超塩基性岩帯に小規模なクロム鉄鉱鉱床が分布

し，まれにはかなり大規模な，ある場合には稼行価値の

大きいクロム鉄鉱鉱床がみられる．そのクロム鉄鉱鉱床

のほとんどすべてがダナイト中に胚胎され，いくつかの

鉱床（ウラル地方サラーヌィ鉱床，ユーゴスラビアのド

ゥボシチツァ鉱床，など）がかんらん岩中に賦存するだ

けである．

多くの研究者は，クロム鉄鉱鉱床が超塩基性岩帯に分

布するという一定の法則性を認めている．カザフ地方東

部地域とウラル地方南部地域では，もっともクロム鉄鉱

鉱体に富んだ超塩基性岩山塊が深部裂かの交叉部に，構

造相帯の擾乱・湾曲部などに生じている．これらの地域

や西サヤン超塩基性岩帯では，クロム鉄鉱鉱石の胚胎性

は深部裂か構造分岐部に向って大きくなる．南トゥーバ

超塩基性岩帯では，クロム鉄鉱鉱石胚胎の度合はその翼

部に向って高くなり，西トゥーバ超塩基性岩帯では，そ

の西翼ほどクロム鉄鉱鉱石胚胎度が増大し，クルトゥシ

ビーンスキー超塩基性岩帯とイリチルーキトイ超塩基性

岩帯では東翼に向って，クズネツクーアラタウ超塩基性

岩帯ではその中心部に向かってそれぞれクロム鉄鉱鉱石

胚胎の度合が大きくなる．アルタイーサヤン地方の超塩

基性岩帯群では，いずれの場合も，クロム鉄鉱が占める

割合は超塩基性岩中のダナイトの割合がいちじるしく大

きい超塩基性岩部分で最大となり，サライール超塩基性

岩帯ではドーム構造の心核部分に存在する岩体がもっと

もクロム鉄鉱に富んでいる．

　ここで注意しなくてはならないのは，場合によっては

超塩基性岩帯のクロム鉄鉱鉱石の胚胎程度の評価が大き

く変わることがありうるということである．たとえば，

最近まで，キューバの延長に富んだ超塩基性岩帯の東部

と部分的には中心部の岩体だけクロム鉄鉱に富むとされ

ていたが，最近になってG．G・Kravchenkoがその超塩

基性岩帯の西部のカハリバン山塊で小型層状クロム鉄鉱

鉱体群を発見し，その山塊中にはダナイトが多く分布す

ることを確認した，したがって，今では，キューバの超

塩基性岩帯全域にわたってクロム鉄鉱鉱体が分布すると

考えられるようになってきた．

　さまざまな地域のクロム鉄鉱鉱床について研究した結

果は，その鉱床の生成が比較的静かな構造運動条件の中

でも，変動の激しい構造運動条件の中でも行われること

を示している。比較的変動の激しい構造運動環境の中で
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生じたクロム鉄鉱鉱床（ケムピルサーイ鉱床1），クリュ

チー鉱床1），ハバルナー鉱床2），アガルダーク鉱床2））

では，かんらん岩とダナイトが走向・傾斜のさまざまな

レンズ状岩体を形づくり，ところによっては摺曲し，あ

るいは湾曲していることがある．そして，鉱体も摺曲

し，あるいはブーディン化していることがある．また，

脈状クロム鉄鉱鉱体が比較的多く生成し，鉱体内角礫

（intraore－body　breccia）力芸存在するなど構造的に複雑

化している．線構造一面構造（超塩基性岩中の副成クロ

ム尖晶石族と輝石族の連鎖状配列，鉱体中の縞状構造・

長延集合体などの定向要素）は，かんらん岩とダナイト

の互層に対してそれをきる方向を示している．そのた

め，このような構造に関する資料は，クロム鉄鉱鉱体や

鉱化帯の追跡に利用することができない．実際の探査で

は，脈状クロム鉄鉱鉱体を考える方が妥当で，その脈状

鉱体は多くの場合，潜頭鉱床の直接の指標となりうるの

である．

　比較的静かな構造運動条件の中で生成したクロム鉄鉱

鉱床，たとえば極ウラル地方のライイス鉱床，キューバ

のカレドニア鉱床，カヨグアン鉱床，アモレス鉱床など

はかんらん岩とダナイトの互層中にあり，当該互層の走

向・傾斜と厚さは延長数10kmにわたって安定してい

る．そのクロム鉄鉱鉱体は整合層状鉱体の形で分布す

る．摺曲，鉱体内角礫の存在などの複雑化要素はみられ

　1）カザフ共和国　　2）トゥーバ地方

ず，脈状鉱体もわずかである．

　定位構造（線構造と面構造）は超塩基性岩及びそれと

整合的に分布するクロム鉄鉱鉱体の偽似層理と一致し，

したがって，この定位構造に関する資料は実際の探査に

利用することができる．このことについては，キューバ

のクロミタ鉱床鉱体群を例にして説明することにしよ

う．同鉱体の場合，その鉱体群の産状は，当初，第2図

aのように考えられていた．しかし，鉱床の構造が明ら

かになってから，鉱床の産状が正確に表現できるように

なった．

　著者が，キューバ科学アカデミー地質研究所の0，

Vaskesと共同・実施した精密調査の結果，超塩基性岩

の偽似層理の方向がどこでも同じであること，そして，

鉱体も線構造・面構造もそれと方向が一致することが確

認できた．このことは，鉱体の走向・傾斜が今までとは

違ったパターンになることを示している　（第2図b参
照）。

　このクロミタ鉱床の鉱体群とその延長線上に存在する

カヨグアン鉱床の鉱体群は，平面では，線状に伸びてい

る（第3図）．そのため，1942年に始まった採鉱と探鉱

は，すべて鉱体群の延長方向に向って実施され，側方は

事実上探査されなかった．

　鉱床田の構造と定位性構造の方向を把握することは，

当該地区のクロム鉄鉱胚胎状況の判断に新たなアプロー

チを可能にしてくれるのである．平面でみると，上記鉱

　　　　　　〈　　〈　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’〈　　〈

q　　　　〈　〈　〈　〈　〈　　　　〈　〈　〈　〈　〈　〈　〈　〈

〈　　　　〈　〈　〈　〈　〈　〈　〈　〈　〈　〈　〈　〈　〈《卿く

⑩　〈　　〈
〈　　〈

〈　　〈

〈　　〈

〈
，
　 〈

b　〈へくく　　　　　　　　　　　Eコノ
　　　　　　　＼　＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼

　　　　　　　　　第2図　クロミタ鉱床の鉱体分布状況

　　　　　　　a一開坑前の予想分布　　　　　　　　b一著者らによる確定分布
　　　　1一超塩基性岩　　　　　　　2一超塩基性岩の層状部の方向と線構造・面構造の方向

　　　　3一クロム鉄鉱　　　　　　　4一第2図aに画いた鉱体の形
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第4図　クロミタ鉱床一カヨグアン鉱床の鉱体群配

　　　列方向と推定鉱床生成帯の走向との関係

　　1一クロム鉄鉱鉱体
　　2一超塩基性岩の分布方向と線構造・面構造の方向

　　3一推定鉱床生成帯

体群は超塩基性岩の偽似層理の走向だけでなく，傾斜方

向にもしたがい，超塩基性岩及び鉱体中の定位的線構造

の方向と一致し，鉱体群自体が大規模な線構造要素をと

もなっていることが認められる．さらに，鉱体群が分布

する全域にわたってダナイトが発達し，そのダナイトは

鉱体分布帯の翼ではかんらん岩に変わっている．

　調査の結果からすると，クロミターカヨグアン鉱床帯

の将来性は，鉱体群発達帯の幅のせまさに規制されるだ

けでなく，ダナイトに富んだ超塩基性岩体の幅にも左右

される．ダナイトに富んだ超塩基性岩帯は，鉱体群発達

帯の幅とは一致しないが，延長ではほぽ一致する（第4

図）・クロム鉄鉱鉱体群発達帯の幅がかなり広いことを考

えると，当該鉱体群発達帯は走向方向にも長く伸びてい

ると期待することができる．今までのすべての調査研究

資料は，上記鉱体群からかなり離れたところ（鉱体群発

達帯の中）にも，クロム鉄鉱鉱体が存在すうことを示墜

している．この発達帯の未調査部分に新鉱床が存在する

可能性は小さくない．

　このクロム鉄鉱鉱体群発達帯では，ところどころで，

ダナイトが姿を消すか，あるいは沖積層に蔽われてい

る．この場合，鉱体群発達帯の追跡は定位性線構造の方

向に関する情報を手がかりにすることになるだろう．こ

のような資料は，当該発達帯の位置と伸び方向を，たと

えそれが湾曲していても，決定できるものである．

　超塩基性岩山塊範囲では，クロム鉄鉱鉱体の産状は同

山塊の地質構造上の位置に左右される．超塩基性岩山塊

範囲内におけるクロム鉄鉱鉱体の配列や鉱床群の分布を

規制した構造は，いくつかのタイプに分類することがで

きる．

　ドーム状構造の軸部には，レンズ状クロム鉄鉱鉱体帯

がみられる（第5図a）・たとえば，南ウラルのケムピル

サーイ山塊の揚合がその好例で，同山塊ではクロム鉄鉱

鉱体群発達帯は南北に近い方向に25km追跡できる．こ

の鉱体群発達帯は，摺曲形態を含む，小規模な，南北性

の構造によって複雑になった緩斜ドーム状隆起の軸部に

位置している〔9，11，14ほか〕・同帯に胚胎されている

レンズ状鉱体は，傾斜が水平に近いものからかなり急傾

斜（50－600）のものまであり，傾斜方向と傾斜角はドー

ム状隆起中での鉱体の位置に支配されている．そして，

この鉱体はいずれも長軸方向（南北に近い方向）に長く

伸びている．

　かんらん岩中に分離した，厚さと走向・傾斜が一定し

た層状ダナイトは，クロム鉄鉱鉱床の配列を規制してい
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第5図　クロム鉄鉱鉱床及び同鉱体の分布規制構造
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2一かんらん岩　　　　　4一クロム鉄鉱　　　　　6一構造転位の方向

る（第5図b）・キューバの超塩基性岩山塊群（ピナレス

・デ・マヤリ山塊，モアーバラコア地区，カハルバナ山

塊），さらに極ウラル地方ライイス山塊鉱体胚胎部分も，

これとよく似たクロム鉄鉱鉱体の配列が一つの特徴であ

る．これらの山塊では，層状に近いクロム鉄鉱鉱体が母

岩である層状ダナイトの走向・傾斜にしたがって配列し

ている．

　ダナイトに富んだ超塩基性岩帯とその中に胚胎され

た，規模がさまざまなクロム鉄鉱鉱体は走向方向にも傾

斜方向にもいちじるしく安定しているのが特徴的であ

る．キューバにおける，そのような岩帯の一つは，ほぽ

25kmにわたって走向がN60－700E，傾斜が30－40。Nで

ある．

　ほぼ垂直な，構造地質的には弱い，狭長な超塩基性岩

帯はクロム鉄鉱の移動路となり，沈殿揚所となり，その

脈状鉱体を形成する〔9〕．この脈状鉱体の厚さは数cm

から7－8mまでさまざまである．筆者はトゥーバ地方の

アガルダーク山塊やキューバの諸山塊などで非常に厚い

脈状クロム鉄鉱鉱体を観察したことがあるが，とくに厚

くて，見事なものはケムピルサーイ山塊の脈状鉱体群で

あった．その脈状鉱体群は，緩傾斜鉱体群から分岐し

（第5図c），その形態は変化に富み，側岩との境界は不鮮

明である．その曲りくねった境界面には，裂かも辻り面

もない．多くの場合，このような脈状鉱体は潜頭緩斜ク

ロム鉄鉱鉱体の探査の直接指標とすることができる．

　組成を異にする超塩基性岩の境界面は，構造的弱帯に

そって上昇した鉱石物質の濃集・晶出場所となることが

ある〔9〕・一般にクロム鉄鉱は，緩斜かんらん岩層・輝

石ダナイト層（下部ではダナイトに変わる）の下に緻密な

鉱体の形で濃集する（第5図d）。その場合，脈状クロム

鉄鉱鉱体は緩斜鉱体に次第に移り変わり，緩斜鉱体とっ

ながっている，脈状鉱体産鉱石の構造と組織の特徴は，

緩斜鉱体産鉱石の構造・組織の特徴と全く同じである．

　この緩斜鉱体と脈状鉱体の厚さの比率は，さまざまで

ある．多くの場合，脈状鉱体が厚ければ，その鉱体は厚

い緩斜鉱体に移り変わる．とはいえ，厚さ10－50cmの脈

状鉱体がいちじるしく厚い緩斜鉱体（厚さ10－12m）に移

り変わる例もみられる．

　超塩基性岩山塊の境界は，多くの場合，クロム鉄鉱鉱

床の地質構造上の位置とクロム鉄鉱鉱体の形態によって

決定することができる．たとえば，インドのオリッサ州

スキンダ鉱床〔18〕の延長の大きい，断続する緩斜鉱体

群の場合，超塩基性岩の山塊を含めて，礫岩層中に短向

斜摺曲がみられる（第5図e）・その山塊の境界は，摺曲

構造のパターンと一致している．この超塩基性岩山塊の

境界面の形に応じて，層状クロム鉄鉱鉱体が拡がってい

る．一連の鉱床を見学したとき，筆者は，走向方向にも

傾斜方向にも局地的に鉱体の厚さがいくらか変化し，走

向・傾斜が少し変わることを観察することができた，ク

ロム鉄鉱鉱体中で定位性線構造及び面構造を識別して，

その両構造が鉱体の走向・傾斜と一致することを明らか

にすることができた．

　後鉱化期の構造転位が，レンズ状などの鉱体が破砕さ

れて生じたクロム鉄鉱鉱石のブロックを，連鎖状に長く

ひきのばした原因である（第5図f）．その連鎖のずれは・

構造運動ベクトルの傾斜角に規制されている．

　クロム鉄鉱鉱体の特徴的な構造形態タイプは，トゥー

バ地方のアガルダーク鉱床，ユーゴスラビアのリュボー

テン鉱床で明らかになり，アゼルバイジャン共和国のガ

イダラ鉱床ではさらに詳しく研究されている〔8〕・立方

体に近いか，あるいはいくらか細長い，角ばった，まれ

には丸味を帯びた鉱石ブロックの大きさは，数cmから

数mである．

　リュボーテン山塊の区域では，後鉱化期の厚い破砕帯
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　　第6図　クロム鉄鉱鉱石の構造・組織の特徴

a一変形したク耳ム鉄鉱団塊

b一団塊クロム鉄鉱中の腐食線（細線）

c，d一縞状鉱石中のクロム鉄鉱集合のオリエンテーション

e一ダナイト（白色〉によって隔てられたクロム鉄鉱中の腐食線（細線）

が比較的大型のクロム鉄鉱鉱石ブロック系からなる鉱床

の配列を規制し，ガイダラ山塊とアガルダーク山塊で

は，破砕帯が比較的小型の角ばった，あるいはやや丸い

クロム鉄鉱鉱石ブロックの連鎖状配列を規制している．

　ここで，成因の解明に役だつ，クロム鉄鉱鉱石の構造

・組織の特徴を簡単にまとめてみたい．鉱体中で，変形

したクロム鉄鉱団塊が認められることが多い（第6図a）．

その団塊は，変形した痕跡もないクロム尖晶石族鉱物か

らなる．鉱石中の腐食させて得た線は湾曲していない

し，すべて一定方向をとっている（第6図b）・塊状鉱石

のやや細長いブロックでも，団塊でも，鉱染一縞状鉱石

でも，延伸構造が認められる．この構造は鉱石鉱物集合

の延伸と線構造横断方向の珪酸塩鉱物の分離によるもの

で，重複変成現象と関係のある構造と考えられる．この

ような機構は第6図Cにかかげた相互関係でもって或る

程度説明できるが，第6図dに示したような相互関係で

は説明できない．

　クロム鉄鉱集合の後鉱化期における延伸の際に個々の

クロム鉄鉱粒は押しつぶされたはずであるが，そのよう

な特徴は見当らない．ダナイトの曲りくねった脈状岩体

の両側方のいたるところに，つぶされていないクロム鉄

鉱粒が分布している．このことについては，脈状ダナイ

ト岩体の両方の境界にそって分布する各クロム鉄鉱中の

腐食線のオリエンテーションが一致しないという事実が

証明している（第6図e）・

　鉱体の中心部から境界部に向かって・クロム鉄鉱粒の

大きさが変わらないことが一つの特徴といえる．この法

則性は，クロム鉄鉱鉱体の規模に関係なく，どこでも通

用する，

　ケムピルサーイ山塊及び構造・組織の特徴がこれとよ

く似た山塊の内部と境界部の構造の諸特徴，鉱体の形

態，変形したクロム鉄鉱の鉱粒・集合・団塊の内部構造

の残存，観察できた延伸構造の構成，クロム鉄鉱鉱体境

界部・中心部における鉱粒粒径の不変性は，当該鉱床の

生成がマグマの分化によることを示している．鉱石メル

トと珪酸塩メルトの晶出期間には，構造変形運動環境の

中で，可塑性のある鉱石鉱物体の両配列現象，基本的に

は晶出を終えた鉱石一珪酸塩メルトの，線構造と横断延

伸構造の形成作用を伴った層流現象が進行する．

　メルトはさまざまな方向に移動するが，山塊接触部で

の移動は接触面にそって行われている．とくにその事実

を示しているのがケムピルサーイ超塩基性岩山塊の境界

接触部付近における定位性構造の方向である．そこで

は，深成岩体の側方と頂部の定位性構造の方向が接触面

の方向と一致している．

　以上のように，超塩基性岩とクロム鉄鉱鉱床の分布及

び構造の特徴に大きく影響したのは，地質構造上の位

置，そして，超塩基性岩山塊の生成とクロム鉄鉱の晶出

の期間に卓越した構造運動環境である．これらの要素は

超塩基性岩岩体の形態，走向・傾斜，内部構造にみられ

る差違の原因となり，鉱体の多様な構造形態が生じる原

因となったものと思われる．
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